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墨栄の機員鶏製
郷東

番理光明 許特費

「産土 お」影撮氏郎五市宮二
関断
然

光る

特色

東郷
製
葛
員
機
は

商工
賞
局

より

推賞
さ
れ
て

褒賞
状
及

感謝
欺
を

下附
さ
れ、

○
東郷
製
寡其
機
は
難

かしい
技術
が
要ら
す、
誰
に
で

も
統麗に
寓
せ
て、

明るい
魔
で
簡躍
に

葛興
が
でき

「
安い

費用で

面白く
業

しめる
もの
で
あり

ます。

○
東郷
製
寡其
機
は一

切除
分
の

費用
を
省き、

箕質
本

位
に
極く

撮影
に
必要
な

部分
品
のみ
で

製造
し、
然

も

大量
生産に
し
て

我融
工場
より
直接

皆様
に
差上

げ
ます
ので
、

鷲く
ほど
安
倒
なの
で
あり

ます。

○
東郷
製
寓

其機は、
箕
に
世界
に

誇る

鷲異
的

登明
品

で
あり

まし
て、

白書
現像、

暗室

不用

として
唯一

褒賞校
典之意

東解装
官立機水的
身す長
全社

w.w4

10111 代

w

rk

の

専賓
特許
を
得
てる
る
もの

我融
ある
のみ
で
あり

ます。

近時

我祉の

盛名
を
嫉み

粗悪
なる

模造
品を

整賓し
て、

全岡

ファン
を
惑
はす
もの
が

あり
ます

が、

断然
我
祉製
品
は

絶野
他
祉
の
追
魔
を
許さ
の
責

任附
優秀
品
のみ

で
あり

ます。

政府

より

特許

登録
を
受

くる
事
五
十
敷
種
に

及んで
そ

の

優秀

なる
事
を

遍く

内外
に
酸

揮い

たし

まし
た。

G

こんな

美しい
嘉真
が、

東郷
製
葛貫
機|

なら
誰に
でも
露
なく
スグ
葛せ
ます。

東郷
製
嘉貫
機は、

どんな

初めて
の
方ー

でも
また
婚人

こども に
も
容易に
驚~

ほど
締麗に
嘉り
ますの
が
第一
の
特色

で
あり
まして
弦に
掲げ
た
島真は
みな

東郷
製
葛真
機の
愛用
者が
葛
され
た
も

の

ばかり
です
、

この
他
毎月
嚢行
する

「
趣味」

誌上
には
深山

美しい
宴真が

揚載し
て
あり
ます
から
一度
よく
御賢覧

下さい 、

しかも
東郷製
嘉貫
機
を手に

して
まだ
間
もなS
方が

こんなに
よく

撮れる の
です
から
驚く

ばかり
です、

これ
もみ
ない
かに
東郷
製篇
真機
が誰」

に
でも
使

ひよく て、

よく
葛るか
とい

ふ
生きた
立派な
設搬で
は
あり

ませ
ん

AO



東員島たれ さ影撮の含用愛

道 細る あと影撮氏保 野河

こつほ向目影撮氏郎 紫川北

影撮氏朗播南小 村のゆでい

落
葉
掻
き

金森
清
氏
搬影

篤員
の

たのしみ

「
篤耳の
趣味
ほど

面白くて
鴬め
に
なる
もの
は
他に
あり
ません、

旅行

や
散歩に

どんな

美しい
景色
で
も
葛され、

家庭や
日常の
お
身の
廻り

を
自分の
手で
巧く
葛して
御覧

なさい 。

それが
永久の
記念
と
なり、

ょい
参考、

生きた
日記
ともな
つて、

何時
まで

も
繋しい
思ひ
出に
な.

して
ゆき

ます
から
、
賞に
寡真の
趣味
こそ
最も
現代人
に
なく
て
なら

の
興味
ある、
心の
綴な
ので
あり
ます。

皆さま
も
早く
謡
なく
葛
せる
東郷
製嘉
其機に
依
つて、

この
興味
多い

高
其の
趣味
を
味はつ
て

下さい 。

稿
島
昇
氏
撮影



製 郷東.b「 員以所るな秀優

JA

とうれい と

JACRA

じつしつほんぬ

何故
東郷
製
罵
買
機
は

現代
人
の
人気

王
?

て、

箕質
本位
を以て

製造さ
れて
直接
皆様に
提供

するの

とが

出来る の

そして 、
周
各
博覧
合や

商工
英
期
営局から

貫讃され
庚

い
値段
で
差上

く
世上
から
その名
を誤
はれ
てる る
こと
は

果して
何
を物

語る
で
せ

うか。

P
やる
S

~く

や
あり
ます。

1

非常に
好い
趣味
媛
業
品である
事

我壮は
全岡の
概要の
都市に
三十
有除の
支店が

あり、

特論

より

設域、

トーゴー

フアン
の
敷
と、

美し

約
販資
店は
内地から
遠~
支那、

湖洲、

朝鮮、

棒太墓

い

慕属
の

出来
葵
へ
と、

また

感謝
の
言
言葉
を
御

歌に
達して
ゐ
ます

覧

下さい 。

Jec

1'
親
益を

用的な。

2L

11

一、

品質が
確貫
なる
事

1、

値段が
非常に
安
慣
なる

に

まで
亘
つて、

その
敷
賞に
影
し

1、

簡単に
非常に
よく
寓る
事

これ
は
質に、
寓
其機の
優秀
なこど
、

驚く
べき
安
便
なこ

今や
全闘

津々浦々
まで

白熱
的
熱設

を以て
迎へ
られて
大

皆様
から

必ず

満足
し
て

戴く
品

!

とを
雄籍に
物語
つて
ゐる
で
は
あり
ませ
ん
か。

また、
だ

流行
を
極め、

現在
趣味の
冒員は
日毎
その
敷
を
増し
て
雑

JALN

s
に
高興
機が
優秀な
計りで

なく、

selj

誌「
趣味」は
毎月

十葛部
を
抑刷
配布
して
同
月々
足ら
ない

これ
まで
いろ
/
の
雑誌や
新聞の
慶
告で、

誇大
的の
宜

博
をし
て、

注文
して
見る
と
粗盟な

いかがわし 、
品
を

我
t
は
、

斯道

奨動
の
篇
め、

月刊

雑誌「

趣味」

5%

有様
です。

4

4RY

AS

つて
楽
たり、

全く
使へ

ない

不完全
な
もの

ばかり
資る
商

を

行
し、

趣味
の

を

設け
て

常に

皆様
を

こう
です。
毎月「
趣味」
誌上に
掲載さ
れる

ファン
の
敷々

42

店が
深山
あり
ます、

皆様の中
に
は

こんな
腹告や
商品に

沿導
し
て

居り
ます
。

の
寓
具の
何と

立派
な

ことで
せう、

そして
多くの
喜び
状

欺さ
れ
た
方
に
あり
ませ
んか。

こうした
事は
通
信販
資
者が
遠方の
御方を
釣る
魔の
手
で

n
ゲ

おどし の
炭告
で
外
親を
飾
つて
何ら
値打の
ない
品
を

「
趣味」に
は
毎月
懸賞
寓興の
募集を
なし、

美しい
日
翰、

「
安くて

よく
葛る
その
威
謝の
言葉
を
御
聞き

下さい。

An

S

ARSrL

カメラ
は
必ず

東郷
製
と
お
決め

なさい

今や
東郷
製
葛
其機は
現代
人
の
人気王
と
まで

いはれ
てゐ)

面白い為
に
なる
記事
や、

研究
指導、

考上有
盆な
もの

A
De

貿り

つける
手段
なの
です。

そして

趣味の
曾員に
は
毎月
美麗
なる
雑誌「
趣味」を
差上

ます
。
葛
真
機を
買ふ
なら
必
す
東郷製
と
決め

ませう。

J4

LE

皆様
は、

その

製造
所
や、

我責元
の

必ず

安心

e

げすべて
窮興に
開
する
質問
醸答、

批評
審査
など
も
丁寧

皆様
!

毒
の
花
は

美しい 、

ただ

外観

ばかり

技
術の
焚勅
指導を

はかり 、
膝に

初心者 に
は
分り

よく
上

カメラ
に

まど
は
さ

れる

こと
なく

宮真機は
たy
外
戦だけ

立派を
う
に
見える

だけで
は何に

も
なり
ません。

美しく
約麗に

よく

葛ら
ねばなり

ませ
ん

手
に
なる
よう
教へ
て
居り
ます、

こんな こ

「
安心し
て
注文
の

出泰る
我融
製品を

買
つた
あと
で
も
引績
き
絶劃
責任

を以て
研究
指導の
出

罵属
機
は
買
つ
た

後々

まで、
鳥
し
方
を
教
へ
て

呉れ、

出来
た

作品
を

懸賞

庶募
さ

れる
よう
な

所

から
買

ふべきてはあ
リ
ませ
ん

か。

そして
堅牢
で
安いの
が

何より
です。

る
機闘の
整

つてる
我
東郷
製
纂其
機を

····· ..

13j

我融は
常に

決して

誇大
的な
腐告をせ
す、

むしろ
地味に

あれこれ
迷
ふ

こと
なく

1
凱
も
早く
お

注文

下さい

ませ、

「
質質
本位で
信用
と
摩慣
と
を
買
つて
戴い
て
居り
ます。

areraev2

粗悪
品を
買る
所で
は一
度費5
つけ
たら、

もう
見向4

~~
ガく当S
でんねよ
ゆr
めいゃ ~

東郷
製
寓
其機は
全
闘各地
支店、

特約
販買店
及び
有名
百

白書

現像、

暗室

不用
葛
属
機

として

専責
特許

幼

及寛
用
新案

権
五
十
有
徐
得
て

ゐる

もの
は、
日

本
に

タッター
つ

我耐

ある
のみ

です。

致し
ませ
ん、

我融は

ごこま で
も
絶勤
責任
を以て

皆様の

早く
上手に
なら
れる
様
いろ
/\\
霊して
居り
ます。

こう

貨店
等に
あり
ます

ので、

そこで
よく
御手
に
と
つて
御覧

o

し
た
融が
果して他
に
あり
ませうか。

ASSTA

*
SS
ん

東郷
製
嘉員

機
は

何故、
夏
品
に
し
て
安
慣
な
の

て
せ
う。

|
販資店では
親切
本位に
設明
質
験し
てろ
まして 鶏
し方
を

へ
て
居り
ます。

然し
もし
最
寄に

そうした
店
の
な

Nリ

ャ「
きんしゃ ウ

ていねい
じんそ

率
略に
の
部蔵の
この
能く
べーき

教明品は、

難しい
技術報

い
所は
直接本
融
通信部へ
御
申込

下さい 。

丁寧込速に
御

を
要せす、
誰に
でも

たやすく
葛せ
て、

面倒な
手敷もか

n

ハらす
簡単に
わけ
なく

美しい
寓真が

出来る の
と、
安い

近時
我融の
盛名を
嫉み
頼似
品が
爆山
有り、
御
買
求めの
節

44a
46

rを
じよと

費用で
永く
幾

しめる の
です
から、

老若男女
を問
はず一

は
必ず
左記の印
に
御
注意

下さい 。

般
大衆
的に
適し
て
ろる
からで
あり
ます。

この
優秀
な
葛
真
機は
我融
直属の
工場に
於て、

卓越せる

東郷

堂篤

其工
業

株式
曾

今

んみつ

技術
と
厳密
なる
検査の
下に
合理化
せる
大量
生産

にょつ



ラメカーコイメ

PATENTMEIKO PACKて

RAIENTOUTTER

teaxo

mekeA

Aラメカーコイメ
Bラメカーコイメ

製婦金継附り絞快軽-タツヤシ · 明鮮玉翼ズンレ
附(用枚三)- ダルーホクツパ光明 · 腹蛇皮本
也園五

ー タツヤ シーロイメ王複ンウラク· トンリフはズンレ
腹蛇皮本·製鄭金総附ーダンイアフ観透 · り絞 · 快軽

附(用枚三) - グルーホクツパ光明
也園七

ムルキ 1 フ 光明得あ本ム で た ル 事らり フ で行現 ム
像 で 目

FILMJoEIKO
FILMAN

の 光

ACK入箱枚二十判A
入箱枚二十判B

PATENTFILM PAC 番
銭拾六
也 園 -ま の 際 りる積訣案中

MEIKO FLM鮮製

し 優て 良
優原
秀料 取る

付 光フ 線キ の
る 使
原 用板 し 付 にフ 行 と

1、
本

明光

フヰルム
は
新案
特許
を
得
まし
た
我

杜
濁特の
考
楽に
なる
もので
、
従来
のロ

lル。

フヰルム
の
鉄
黙と、
一
枚
撮り
乾板の
不便
と

を
改良
し
連績
撮影と一
枚
撮り
をも
自由に
行



コイメラメカー

PATENT
MEIKO PACK

PATENTMEIKO PACK

Msko

Cラメカーコイメ
トツマグチスナア王複ンウラク · トンリフはズンレ

り絞彩虹な巧精ー タツヤ シー ロイメな快蟹(F.8)
製腹蛇皮本酒意 · 附- ダンイアフ視透

付個二小大(用枚三)-グルーホクツパ光明
也園拾

Eラメカーコイメ
トツマグチスナア玉復ンウラク· トンリフはズンレ

使り絞彩虹な巧結 ー タツヤ シー ロイメな快軽(E.6.8)
製場金総附-ターメトーキフ· ーダンイアフ観透な利
付個二 小 大(用枚三) - ダルーホクツパ 光明 ·腹蛇皮 本

也園 五拾

JoMEIKO

EIKO PRINTING PAPER
NING

PAPER

る原原へね出すり様

印 光明紙書 ocaco.Lro

KDEIMD
PRINTING

PAPER
入箱袋二枚十A銭拾式
入箱袋二枚十B銭 拾参
製特

入箱袋二枚十A

違仕

銭 五拾式
銭 五拾 参 入箱袋二枚十Bいり板殺

輪ま廓 す 依を かっ

明光即
書
紙は
弱特
の
装置に
依
つて、
書で
も

夜
でも

明るい
所で
極く
簡易に
焼付の
出寒

考案さ
れ
まし
た

合理
的
印
書
紙

バック
であ

リ

まして 、

明るい
虎で
難

かしい
技術
を
要せ

ナ、

至る
嘘で、

手蟹に
焼付
印書
を
作る
事が

出来
ます。

また本
印書
紙は
印
書
が
何
枚も
重

ねて
有り
ます
から
次
から吹へ
連
鞍し
て
面白

く
焼付が
出来
ます、

そして
透明
板に
依
つて

る
事が
出
茶
ます。



一 唯界世·利便 · 資重 · 秀優
ーダルーホ · クツパ光明 ラメカーコイメ

式新最るなに案考の特猫証我はーダルーホ · クツバ光明
ルキフルーロ の来従 てしまりあで ーダルーホ· ムルキフ
影撮枚一 、 し良改 を と 便 不のり撮枚一、 と黙訣の用使 み
で ーダルーホな資重利便る顔で由 自 もに影撮綴連、 もに

。すまりあ
用 トンピ に別らか すまり 居てね象もを枠トンじは機本間
。 すま 来出が事る め錐 を黙焦で いなへ替し差と枠替

PATENTMEIRO PACK

名 ラメカ 用使 ず必は際の文注御音注o いさ下 せら知御く なれ忘おを

PATENT
MEKO PACK

枚明連
光 綾
フリ東1
ルド製

明連
光 綾プ A メキ 戦 イ
ル 機 コ

光 殺 光 綴フ 軍 オ中郷イル 製 コ

フ C メCメキ 郷 イ
製コ

ム 葛 1
B 貫カ

ル 機 コ
ム E 」
A力

4 BI
A 競カ機メ

B ヒ真イ 機 A 箕力
版 機 Fラメカーコイメ

トツマグチスナア玉復ンウラクトンリフはズンレ
り絞彩虹な巧精 · ー タツヤ シー ロイメな快軽(E.6.3)
附- ターメ トーキフーダンイアフ観透な利便

リラ用1C
ド戦
跳機ヒ E
イ 鍵ロ機

1 A
ド貌
競機ヒ B
イ塊ロ 機
1用

腹蛇革本 · 製属金線
付個二小大(用枚三)- ダルーホクツバ 光明

也園 拾用機 用

焼ン荷す焼を ばあ 我 本
付が光 ° 付完 操り 社 器

を 全作 ま 濁 は
合にがし特明明
理 線 非 て の 光
的 防常、 考印光
にし に 本案書書印
仕つ 簡器に紙焼上 、 易 を成焼
る 面 で 御 れ付付
事白光使る専嬰
がく 線 用焼 用f
出立 の に 付 と
奈派浸な 器 し
まな入れで て

に 添線
顔 付 調
るし節
便
利あラ

及

用判トスベ銭拾参 組一
銭給四 組一 用 判 刺 名

な !

三
枚
連
績(し
此機L
脱
機!
貌機
用)

三
枚
連
績(5
脱
機下
競
機『
就機用)

ヤ1

ーカメラ

明光

フキルム
B
版用

一
園
五
十
銭

一
国
五
十
後

一
園
八
十
後

明光

フヰルム B
版
用

Il



用究研舎心初

機 員 寓製郷東 読サカミ
競スイナ

読 トツヒ

品腸附
附揃一也銭十 八園参

(用使面ムルイフ )

ツヤシ 。明鮮ズンレ·付ータツャシーロイメー ゴウト

牢堅魔美 機員篤 ラバヤジのり張皮本絶.快誕 一 タ ·

すまりあで品秀優型 小のみ好代近

の機員嘉製郷東
徴特

設補焼印種定現
助書着像明

書 器 枠 紙 板液液 描

冊 個個袋枚 本 本 容

初心者の
御
研究用

として
利益
を

度
外観した
我粧の
奉仕

カメラ
で

あり
ます、

品質
償格
他の
追従

許し
ません。

トウ

ゴー

シャッター
付、

富浜
趣

味
普及の
ため
我粧の

大量的
生産

を
まつ
て
破格
的
康質
品、

大方
の

賞議を
博し
て
居り
ます。

「
東郷
製葛
貢
機は、

レンズ 、

金具
皮
類等
の

村料
を精
探し、

種巧
なる
構造
酸
密な
ろ
検

杢

により
我融
工場

より
直接
提供
する
もので

すから 、

皆様の
お
選足
と
読美を
頂戴
して
居

り
ます。
殊に
左記の
闘
の
様に、

器械の
後に

こP
*
器

れがつい
て

居り
まし
て、
ピーン

ト
枠を
覗くと
書像
が

ハッキリ
見え

ます
から

ピント

位置を
完全
に
見る
こと
が
出

ます

ので
大
髪
便利
で
あり
ます
。

9onoと

1

1

(

フイルム
川線
使用)

附扇
品一
揃
の

内容

WORKS

1

東郷
製

寓真
機

附属
品
は

東郷
製

「
葛
異
機
に

最も

適し
た

材料
と
最

も

優良

なる

原料
を

撰ん
で

精製

し
て

あり

ます

から、
雨
者
相
侯

つて

その

性能、

其慣
を

酸揮す

る
評
で

あち

ます

から

必ず
雨
方

共
御

愛用
の
程

おす
^
め

致し
ま

th



市見影撮·穴物質の競各
ムル 井フ

(判刺名 名別 ) 貌七

。ナミと
ヒスサト

用
トウゴーフヰルム

トッゴーフキルム
は
他の
粗

悪
な
製品
と
異5、

原料
に
舶

家

上等
品
を
使用

いたし
て
居

ら
ます

ので、

紹野
安心
し
て

御
使用
が
出
家
ます。

取枠
も

新案
特許
に
な
つて
居り
ます

ので
御
使用
上
簡単
で

便利
で

品質
本位
お
使ひ

易い
様
に
な

つて

居り
ます。

三
院
(

別名

特製
零
判)

小べ

スト
判
三
腕

三
糖
(
別名
小

ベスト
判)

一
打

五
十
·
銭

特製
零
判
二
競(
ク
映用ソ

四糖
(

別名

スト
判)

三
暁、
四
院、

使用

四
脱、

使用

三
腕、

カサ

脱
に
は、

1

暁
に
は

-ス

院
に
は

三
就、
四
暁、

使用

A6..
.

メイコー

カメラ
C
読·
E
読·
F
験

に

使用
する

明光

フキルム
B
版
は
七

読
の

大き
さ
です
。

ベスト

到四競

メイコー

カメラ A
競
及びB
読
に
使

「
用

する
明光

フキルム
A
版
は
四
貌の

大
n

やャ

1
名
刺
到
用

七誠(
3-
ロー

-E

1

I

「

種板(

フキルム )
御
註女の
節

は、
左の

値段
通り
の
何
就何

判
と
ある
もの
は、
上
に
その

寸法
を
箕
物大
に
示し
て

あり

ず
から、
御
使用
の

器械
に

鷹
じ
御
希望の

もの
を
御
註文

下さる
様一
鷹
よく
御
参照
下



品 附る な秀優

液着定液像現書白 許特資事皿 定現( トツパ)

定
名
ス現

列 像
小大用

中大中
大小大小

ーーゴ個個枚 枚 枚枚 枚組 枚
本 本本 本

なに

便利
な

)

+ ニ三三 ニ +

+

銭銭銭銭銭

十 十 + 十

ミニー 小

ニ

綾綾鏡銭
銭也

本
品
は

世界
的

務明
品
で

あり

まし
て

最も

優良
な

現像
液
に

減威剤 、

光線

遮断
剤
を

混又
し
て

あり

ます

から、

暗室
を

要せ
す

明るい
所
で
葛
具
を
仕様

上げる
事
が

出来
ます。

本
液
は

化堅
的

作用
で

白色
の

薬品
を

赤色
に
し
た

す

から

染料
の
様
に

絶野

心配
が

あり

ませ
ん

白書

現像
液が

特許
を

受け
て

の
は
本
品
のみ
で

あり

際
は

専質

特許「

トウゴー

自蓋

現像
液」
と
御

指定

下さい 。
筒
本品品
は

濃厚
に
な
つて

居り

ます

から

御

使用
の
際
は
六
倍
に

うすめ
て
御

使用

下さい 。

優夏
印
書
紙

値段
表

電

気

焼

用

十

枚

入(
小
べ

スト
判)

一
袋

枚
入(

ボクット
判)

一
袋

十

1

H

す

から
お
買

求め
の

枚

入(

名刺

到)

一

袋

+

五

銭

トウゴー

現像

補助
器

本
器
を
御

使用
に

なれ
ば

小量
の
液
で
も
書
像
の

進行
を

「
見
年
ら

現像
が
出
家

ます、

それ
に

操作
上
の

失敗
が
少

ない

から

非常
に

経済
で

便利
で

ござい

ます。

(

ボケット
用)

腕(
小
べ

スト
用)

トウゴー

白書

現像
液|

1

トウゴー

白書

定着
液|

E)

+

+

禁(
名無
刺
判
用)

+

トウゴーカツプ

(

濃厚
液
を

うす
の

トウゴー

特製

K

一
個

八十
銭

DB

ライルター

(
速
光
器)

K

判
用

紫
外

光線
の

張い海
遷山
岳

雪景色

高原
等
の

撮影
に
は

是非
必要

です

キ

ャビネ
判
用

一
個

三
十
銭

アツタチメント

ベスト
判
用一

(

近距離

撮影

レンズ)

II

名

刺

到

用

1
区

1
民
五→

三
尺
五
寸
用!

1

一
組
四
個
箱
入

キ

ャビネ
到
用

藤

目

四
魂
及
七
競
用

各
寸
共
一
個

li



附」るな秀優品

- ケ機 真嘉ス .

脚

金

製 製

共鏡銭

器伸引るな夏優軍簡用使

ツッ 、

切切 ネ 札刺
HIRNDSLHIR

紙書印用伸引別特

十十十十五

銭銭銭鏡銭

三
段
用

名

刺

到

六
枚
入
一
袋
三
十
銭

ソフト
製

ナィス
脆用

一個

八十

ューヒ
続用

一
個
九
+

銭鉄一

六
枚
入
一
袋
四
十
銭

ナイス
競用

一
個、
1

ューヒ
眺用

一
個

一園
三
十
鉄

六
枚
入
一
袋
五
十
銭

上製

手札
判
用

六
枚
入
一
袋
四
十
銭

特

上皮
製

タイョーカメラ
用
一
個

一口
五
十
鉄

特製

引伸
印
書
紙
P

就用

六
枚
入
一
袋
三
十
銭

横1三寸一
分

11
や
16

(

カメラ
のみ
入”)

総
四寸八分

横三す八分ー

11
す八分

A
-

ル
用
一
個
三

上
製
手
札
到
一
個

三

一
個

五

**n
ー
R
う
用

1

1
日
く+

(

カメラ
及び開馬
品
入り)

名
刺
三
段
用

縦
四寸八分

横
五す八分

11

P
腕(

名刺
到
用)

一
個
一
園
二
十
銭

木
製
特
製

(
二
段伸)一
本

(
三
段
伸)一
本

I
■く
十
銭

引

伸

の

部

IEl+

良い

原板
が

出来

まし
た
時
は、

後々

まで
の

記念

として
是

非

引伸し
て

大きな

葛其

として
室
飾り、

掛額

など
に
な
さ

の
様
御

奨め

いたし

ます。

引伸
御
注文

の
方
は

原板
を
必
す
御
塗
附
を

願ひ

ます 。

DB

(1三
段
伸)一
本

(
四
段
伸)一
本

(
五
段
伸)一
本

露

二
口
五
十
銭

三
園
五
十銭

四国
五
十鉄

三尺四寸五分

三尺

九寸五分RIO

111

1

I+

一
個
七
十

(

金属
製
用
木製用
共)

誰
に

でも
分

りょく 、

すべて

撮影
法
の

コ
ヅ
を

詳細
に

記し
た、

員
に
重
賛
な

虎の巻
!

液

温

計
(
現像
液
温
を

計るに

便利
な)

1
興

寓

員

上達

の

手引

一
冊

五

十

銭

Il+



品 附る な秀優

同ア焦乾趣費 舎
誌刊

粘燥

ヒリ
イ1布 剤

1 ド
競貌
用

紙ム

枚

銭銭銭

製

紙
ズ焼

一
枠
一
枠一粋 中小 六

個個

幾
型

マスク

七競
型
用

一
組
八
枚
入

各
判

兼用
枚
入

十

一東

十
五
鍛

1

E

1
串

二
十
五
鏡

焼
枠

ガラスマス
ク

1
寧

11

1串

三十五
畿

名

劇

判

用

焼一

個(

ガラス
製)

+

五

大

1
冊

く

21
串

11
11-

x

イコー
プ

K

r

判

用

焼

枠一
個(

ガラス
製)

十

味

綴

込

表
紙

-
冊

十

五

1

11

1
週

+

1
座

11

上
レ

リ

1

ズ

1
寧

二
十
五
後

パツク

ホルダー

DB

幾

型
マ

ス

ク

1
*11*
11°
回
器料
用

1
週

11

1

翠十
枚入

+

趣

味

の

奮

曹
員

大
募
集

寓
貢
趣
味
の

普及
と
奨
励

本
曾の
趣旨
は、

我融

製品を
御
愛用

下さる

皆様
に
劉
する
御
奉仕
の

一端と
し

て、
大
臓牲
を
排ひ

まし
て

設立
した

もの

です
から、
何
誰
も
暴
つて
御
入命
下

さる
機
御願
ひし
ます。

そして
この

崇高
に
し
て

蒸術
味
豊か

なる
葛
其趣
味
を

いつ

まで
も
御
愛好

下さい
ませ
。

誰
に
でも

必ず
よ

寓る
の
が
我が
東郷
製
葛

其機の

生命
に
し
て

葛る
まで

責任

を以て
親切
に
歌へ
て

上げる の
が
我
触の

モット !
な
の

です。

葛具

機
に
は、
誠
め
ば
すぐ
分る

詳細
なる

設明
書が
附け
て

あり
ます
から、
ど

ん
な
遠方
の
方
で
も、

ひとりでに

撮影出

ます
が、

我祉
の
通

信販
賛

及び
全岡

販翼店
で
は、

どんな
御
質問に
も、

よく
分る
やう
に
答へ

ます

から、

安心
し
て
御
買
求め
が
出来

ます。

牛
年
分

1.
年
分

御
入曾
の
方
は
申込
書に

食費
を
添へ
て
最
寄
5
の

特約
販費
店
又は
本
融へ
御
迭

5

下さい 。
申込
書
は
御
買上の
各

ヵメラ
に
附い
て
み

ます
向
特約

販費
店
又は
本
融
で
も

差上げ
ます。

「
案貫
記事と

面白く
て
有
念な
護物
を
滴載

更に
我融
で
は
毎月「

趣味」
と
云

有
盆
な
難
誌を
酸行
し、

研究
の

参考

技術
の
幾
蘭
に
資し
、

懸賞葛

其募
集
等
を

催し
て
居
ます。

筒
趣味
の
曾
を

組織
し、

曾員
に
は

毎月
「
趣味」
を
無代

差上げ
ます、
趣

味
の
食
規約
及び

趣味
の
食
申込
書
は、
各
葛
興
機
に
皆
添
へ
て
あり
ます。

其他
寓
真
機
に
開
する

質問
は
何
でも
親切
に
お
答へ

いたし 、

また

葛興
の

批静

審査

など
も
い
た
す
機
闘
を

設け
て、

我が

東郷
製
葛
其機

愛用
者
の
震

め
に
いろ
/
\\
し
て
居り

ます
から、

どうぞ
博く
御
利用

下さい
ませ。

I


